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講評 

大問３題で，解答はすべて選択式である。大部分は基本的な考え方ででき，計算自体も大変そうでは無いが，一部考え方を

しっかり積み上げないと混乱するようなものもある。７割５分の得点で合格ラインにとどきそうだが，物理が得意な受験生であ

ればはもう１割上乗せしたい。 

［１］鉛直方向の単振動の問題で，短時間で完答したい。ここでのミスは致命的である。 

［２］平面内での音波の進行を問う問題で，あまりドップラー効果自体を問うてはいない。近似は苦手，という受験生もいるかも

しれないが，しっかりできるようにしたい。本問もほぼ完答したい。 

［３］前半は，電流の作る磁場と自己インダクタンス，電磁誘導と電流，電圧の変化の関係，およびその向きなど，１つ１つをし

っかりとらえておかないと考えにくい。後半は鉄心のあるコイルを右の回路の交流電源と考えることになるが，位相が何に対

し遅れるか進むか，など混乱しそうである。 

 ［１］［２］で素早く解答，得点し，［３］で１問でも多く得点したい。 

     
 

 


